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アウトラインアウトライン

• はじめに

－ 大気海洋相互作用とは？

• AMSR2 で観測可能な海面とその直上の
 物理量

• AMSR2 観測データの例

• データ利用例

－ 他の衛星データとの複合利用

• まとめ



大気と海洋の相互作用とは？大気と海洋の相互作用とは？

＝海流

花輪 (1997) より

熱フラックス

運動量フラックス



衛星リモートセンシングの利点・欠点衛星リモートセンシングの利点・欠点

＜利点＞

• 現場観測に比べて短時間に広域を同時に，繰り返し観測できる

• 観測環境が厳しい場所（外洋域，極域など）でも観測が可能

＜欠点＞

• 電磁波を介した間接的な測定

• 観測できる物理量に制限がある．

• 表面付近の情報しか得られない

• 現場観測に比べて観測精度が劣る場合がある

実際には現場観測とリモートセンシングの組み合わせで観測を
 行うことが理想



現在海洋衛星リモートセンシングに現在海洋衛星リモートセンシングに
 用いられているセンサー用いられているセンサー

• 受動型センサー
可視放射計

 
雲，日射量，海氷分布，水色

赤外放射計
 

海面水温，海氷分布

マイクロ波放射計
 
海面水温，水蒸気量，降水量，

海上風速，海氷分布

• 能動型センサー
マイクロ波散乱計

 
海上風ベクトル

マイクロ波高度計
 
海面高度，流速，波高，海上風速

合成開口レーダ
 

波浪，海上風速，内部波，海氷分布

油流出

降雨レーダ
 

降水量（鉛直分布）

マイクロ波センサーは昼夜・雲の影響を受けずに観測が可能



現在海洋衛星リモートセンシングで現在海洋衛星リモートセンシングで
 観測できる海面付近のパラメータ（１）観測できる海面付近のパラメータ（１）

• 海面水温
 

赤外放射計，マイクロ波放射計
• 海上風（スカラー）

 
マイクロ波放射計，マイクロ波高度計

• 海上風ベクトル
 

マイクロ波散乱計
• 海面高度偏差

 
マイクロ波高度計

• 鉛直積算水蒸気量
 
マイクロ波放射計

• 降水量
 

マイクロ波放射計，降雨レーダ
• 有義波高

 
マイクロ波高度計

• クロロフィルa濃度
 
可視放射計

• 海氷密接度
 

マイクロ波放射計

高次プロダクト
• 海面運動量フラックス

• 海面熱フラックス
• 海面淡水フラックス



現在海洋衛星リモートセンシングで現在海洋衛星リモートセンシングで
 観測できる海面付近のパラメータ（２）観測できる海面付近のパラメータ（２）

空間分解能
 

頻度
 

精度

• 海面水温
 

赤外
 
1 km 天気次第

 
0.3 K

マイクロ波
 

25 km 2 /day 0.6 K
• 海上風速

 
25 km 2 /day 1 m/s

• 海上風向
 

25 km 2 /day 20゜
• 海面高度偏差

 
～200 km 10 day 3 cm

• 水蒸気量
 

25 km 2 /day 3.5 kg/m3

• 降水量
 

25 km 2 /day 50% ?
• 有義波高

 
～200 km 10 day 0.3 m

• クロロフィルa濃度
 

1 km 天気次第
 
？

• 海氷密接度
 

15 km 2 /day 10% ?



AMSR2 AMSR2 標準データプロダクト標準データプロダクト

JAXA/EORC ウェブサイトより



AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(1) (1) 海面水温海面水温

2013年1月12日

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html よりダウンロード

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html


AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(2) (2) 海上風速海上風速

2013年1月12日

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html よりダウンロード

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html


AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(3) (3) 積算水蒸気量積算水蒸気量

2013年1月12日

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html よりダウンロード

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html


AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(4) (4) 降水量降水量

2013年1月12日

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html よりダウンロード

http://suzaku.eorc.jaxa.jp/GCOM_W/JASMES_daily/index_j.html


AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(5) (5) 海面水温月平均海面水温月平均

2012年12月

「GCOM-W1データ提供サービス」よりダウンロード，

 
レベル３：月平均データ



AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(6) (6) 海上風速月平均海上風速月平均

2012年12月

「GCOM-W1データ提供サービス」よりダウンロード，

 
レベル３：月平均データ



AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(7) (7) 積算水蒸気量月平均積算水蒸気量月平均

2012年12月

「GCOM-W1データ提供サービス」よりダウンロード，

 
レベル３：月平均データ



AMSR2 AMSR2 の観測例の観測例
 

(8) (8) 降水量月平均降水量月平均

2012年12月

「GCOM-W1データ提供サービス」よりダウンロード，

 
レベル３：月平均データ



大気海洋相互作用の研究への大気海洋相互作用の研究への
 マイクロ波放射計データの利用例マイクロ波放射計データの利用例

• TRMM/TMI, ADEOS-II/AMSR, 
Aqua/AMSR-2 のデータを利用した研究例

• 他の衛星センサの観測データとの複合利用



台風台風

Liu et al. (2000)

Liu et al. (2004)



エルニーニョエルニーニョ

東西風偏差 海面水温偏差海面高度偏差
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日本南岸の海面水温・風速分布日本南岸の海面水温・風速分布
 

((４－６月４－６月))

Nonaka and Xie (2003)

高水温域ほど風が強い



中緯度海域における海洋→大気の作用中緯度海域における海洋→大気の作用

暖かい水温暖かい水温

冷たい水温冷たい水温

海上風の加速海上風の加速

強い鉛直混合強い鉛直混合

弱い鉛直混合弱い鉛直混合

海上風の減速海上風の減速
冷水上

暖水上

現場観測

風速

高
度



水蒸気収支推定水蒸気収支推定

マイクロ波散乱計の海上風と

 マイクロ波放射計の鉛直積算

 水蒸気量から推定した水蒸

 気量の収束・発散

マイクロ波放射計のデータか

 ら推定した海面淡水フラックス

 （蒸発－降水）

Xie and Liu (2005)



モンスーンと水収支モンスーンと水収支

Liu and Tang (2004)



衛星観測データを用いた海面運動量・熱衛星観測データを用いた海面運動量・熱
 フラックス推定の試みフラックス推定の試み

http://dtsv.scc.u-tokai.ac.jp/j-ofuro

東海大学・久保田雅久教授
 のグループが作成・公開



衛星リモートセンシングデータを用いた衛星リモートセンシングデータを用いた
 海面フラックスの推定海面フラックスの推定
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運動量

顕熱

潜熱

総熱

淡水



衛星観測データから見積った衛星観測データから見積った
 海面潜熱フラックスの例海面潜熱フラックスの例

潜熱
（１月）

潜熱
（７月）



まとめまとめ

• AMSR2 によって，海面水温，海上風速，鉛直積算水
 蒸気量，降水量などが，全球の海洋で 25 km 分解能
 で観測可能である．

• 画像，データは，JAXA のデータサイトからダウンロー
 ド可能である．

• 他の衛星センサの観測データと組み合わせることに
 よって，様々なスケールの大気海洋相互作用の現象
 を捉えることが可能である．

• 長期間の時系列データによって，大気・海洋の変動現
 象の新しいメカニズムが明らかになることを期待され

 る．
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